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P37b 磁気圧駆動ジェットモデルの数値実験
○村主 崇行 (京都大学)、町田 正博 (京都大学)、犬塚 修一郎 (京都大学)

形成初期段階の原始星などから、回転軸に平行にジェットを噴出させる機構として磁気圧による加速機構が重
要であることが明らかになってきた [1][2][3]。この機構は、次のようなものである。回転している円盤の周囲に回
転軸に平行な磁場があった場合、円盤の回転にともない磁力線がねじられる。Bφが束ねられることによって |B|2

が上昇し、物質を回転軸にそってふきとばすような磁気圧力勾配が発生し、ジェットを駆動する。
このジェットは定常的ではない [1]。この系はやがて磁力線のねじり上げを完了し、ピッチが一定となり、Tortional

Alfven Waveと呼ばれる理想MHDの定常解に達する。このとき磁気圧力勾配はゼロになり、物質流出が止まる
はずだからである。また、ジェットは円盤付近だけで加速されるのではない。回転軸方向にそって磁場が一定で
あるが密度分布が漸減している場合には、円盤から離れるにつれアルフベン速度 v = B

√

4πρ
が増加する。これが

Torsional Wave Frontの持続的な加速を引きおこす可能性がある。さらに、この磁気圧による加速と競合する機
構として、磁力線が天体と接触する foot pointが内側に移動している場合に形成される漏斗状の磁力線による「磁
気遠心力風」による加速が挙げられる。パラメータ探索を行い、いずれの加速機構が卓越するかという条件を明
らかにしたい。
計算コードとしてはNIRVANAを用いている [4]。本発表ではこれらの性質について数値実験を行い、結果につ
いて議論する予定である。
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